
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（木曽地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 伝統工芸の日本遺産 PR事業 

事業主体 

（連絡先） 

木曽広域連合 

長野県木曽郡木曽町日義 4898-37 TEL 0264-23-1050 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,901,558円（うち支援金：1,519,000円） 

 

①取扱事業者の理解促進 

②来店者等へのカード配布 

③ポータルサイト訪問者数の増加 

 

※自己評価【 C 】 

【理由】 

 ポータルサイトへのアクセス数は増加

し、デザインも好評であったことからグ

ッズ作成の提案があった一方、伝統工芸

品を購入した方に対してのみカードを

配布しなければ、取扱事業者に寄与され

ないといった意見もあった。 

 

【オリジナルカード】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①オリジナルカードは各生産組合の意見を取り入れながら

作成し、カード配布の際は各事業所を訪問しながら、日

本遺産の説明及び来訪者に対し周知啓発を依頼した。 

②カードラリー参加者の目標値を 400名としていたが、実

績は 227 名と半数程度に留まったものの、全国からカー

ドラリーに参加していただくことができた。 

③日本遺産木曽路ポータルサイト訪問者数（ページビュー

数）は 60,032 回（2022.4.1～2023.3.16）となり、目標

としていた 50,000 回を大幅に超え、より多くの方に日本

遺産木曽路を周知できたものと思われる。 

 日本遺産の構成文化財となっている「曲物」「木曽塗」

「お六櫛」「南木曽ろくろ細工」「蘭桧笠」「木曽材木工

芸品」を購入者等にストーリーを周知するため、木曽地

域全体で統一した PRができるようにそれぞれオリジナ

ルでデザインしたカード（日本遺産木曽路ポータルサイ

トへアクセスする QRコード付）を作成し、それらを取

扱事業者等へ配布した。また、上記カードのうち４種類

を収集することで伝統工芸品をプレゼントするカード

ラリーを合わせて実施した。 

作成数 

(1)曲物  14,000枚  (4)南木曽ろくろ細工 3,500枚 

(2)木曽塗 15,000枚  (5)蘭桧笠           3,000枚 

(3)お六櫛  3,000枚  (6)木曽材木工芸品  9,000枚 

 

 現在、当連合が事務局を務めている日本遺産活性化協議会事業活用検討部会において、提案さ

れた内容をもとに更なる日本遺産周知及び活用に繋げていくものとしたい。また、今年度作成し

た日本遺産紹介冊子を活用し、郡内小中学校等において地域学習の一環として日本遺産を学べる

ような取り組みを行っていきたい。 

 

 


